
策
定
段
階
か
ら
現
場
を

参
画
さ
せ
る
べ
き
？
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A 

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
、
策
定
か
ら
巻
き
込
も
う
。

　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
戦
略
は
、
執
行
部
や
主
管
部
署

が
中
心
と
な
っ
て
練
り
上
げ
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
具
体
的
な
行
動

計
画
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
教
職
員
が

自
分
た
ち
で
問
題
意
識
を
持
っ
て
策
定

に
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
、「
自
分
の
計

画
」
に
な
る
た
め
、納
得
度
が
高
ま
り
、

主
体
的
に
実
行
し
や
す
く
な
る
。
中
期

計
画
の
策
定
・
推
進
を
担
当
す
る
会
議

体
の
下
に
、
若
手
・
中
堅
の
教
職
員
を

メ
ン
バ
ー
に
入
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、
現
場
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
い
る
大
学
も
多
い
。
な
お
、

日
本
文
理
大
学
の
よ
う
に
、
1
期
め
は

ト
ッ
プ
、
2
期
め
は
学
長
室
主
導
、
3

期
め
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
、
段
階
的
に

現
場
主
導
に
す
る
手
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

を
う
ま
く
融
合
さ
せ
る
し
く
み
を
整
え

よ
う
【
図
表
２
】。

A 

議
論
の
ベ
ー
ス
と
な
る
情
報

を
共
有
し
よ
う
。

　「
中
期
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
正

解
の
な
い
テ
ー
マ
の
議
論
は
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
や
っ
て
も
か
み
合
わ
な
い
の

は
当
然
。
会
議
の
前
に
課
題
や
論
点
を

整
理
し
た
り
、
コ
ア
な
部
分
を
詰
め
て

お
く
よ
う
な
準
備
を
」（
北
陸
大
学
木

下
企
画
本
部
長
）
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

の
よ
う
に
、主
管
部
署
が
中
心
と
な
り
、

ま
ず
議
論
の
土
俵
を
用
意
し
よ
う
。
こ

こ
で
は
、
議
論
の
大
前
提
と
し
て
、
策

定
メ
ン
バ
ー
に
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
プ
ッ

ト
し
て
お
き
た
い
情
報
を
整
理
し
て
い

る
【
図
表
４
】。
財
務
や
学
生
募
集
状

況
と
い
っ
た
経
営
の
基
盤
と
な
る
デ
ー

タ
の
ほ
か
、
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

に
関
す
る
こ
と
、
加
え
て
外
部
環
境
の

変
化
に
関
す
る
情
報
も
共
有
し
て
お
き

た
い
。

議
論
が
か
み
合
わ
ず

進
ま
な
い…

。

か
い
り

Ｑ

　近年、企業戦略におけるキーワードの一つとして“パーパス”と

いう概念が注目されています。“パーパス”とは「社会でなぜその

組織が必要なのか？」という問いへの答えで、「社会的存在意

義」とも言い換えることができます。今後、社会から必要とされな

ければ持続できない、という危機感から、企業ではこれを組織の

ミッションやビジョンを定義する根幹としています。

　一方で大学には設立の原点である、建学の精神があります。

これは自ら「われわれはこうありたい」と規定したものなので、「社

会から見て自学は何者であるか」を示すパーパスとは視点が異

なります。今後、大学は社会から必要とされる存在であり続けな

ければ生き残ることが困難です。企業に限った話ではなく、大学

もまた中期計画の中で“パーパス”を掲げる意味は大きいでしょ

う。

高坂栄一

（株）進研アド
改革支援室長

POINT

議
論
す
る
前
の
準
備
が
肝
心

POINT

「
み
ん
な
で
つ
く
る
」
し
く
み

を
つ
く
る

　中期計画との関連で言えば、パーパスがなくても中期計画は

立てられます。しかし環境変化が激しく、先が見通しにくい時代

においては、「自分たちは社会において何者なのか」を経営の上

位概念として明確にしておいたほうが、自学の方向性が明確に

なり、それを旗印として中期計画も取り組みやすくなるはずです。

　加えてパーパスは、インナーブランディングの面でも意味があ

ります。中期計画を実質化するために重要なのは、計画を各部

局の役割、教職員一人ひとりのアクションに落とし込むこと。そ

れには、まず「自分たちの活動は、社会にどんなよい影響を与え

るのか」を意識し、共有することです。

　このように建学の精神と共に社会的存在意義を落とし込んだ

中期計画こそ、自学の持続可能性を高めるといっても過言では

ないでしょう。

これからの中期計画に求められる
「社会的存在意義」という視点

自学の持続可能性を高めるために活用を“パーパス”とは「社会から見た自学のあるべき姿」

パーパス×中期計画
こうさかえいいち●（株）ベ
ネッセコーポレーション（旧福武
書店）入社以来、高校向け、大
学向けの教育事業に携わる。

（株）ベネッセi‐キャリア取締役
教育事業本部長を経て、現職。

Ｑ

【図表2】「みんなでつくる」しくみ 

【図表4】議論のためにインプットすべき情報
（いずれも複数年の推移を見る）

執行部と現場をつなぐ学長室を設置。学長室と各部局が話し
合いながら、マスタープランに基づいたアクションプラン（実行
項目）とKPIを数か月かけて策定

計画の策定にあたっては、若手教職員による将来構想タスク
フォースを設置するほか、全教職員から意見を募るワークショッ
プを実施し、計画を自分ごと化することに努めている

若手教職員のWGを立ち上げ、第Ⅰ期計画の中間検証および
第Ⅱ期計画の策定に参画させる。方針について学内でパブコ
メを求めたり、管理職以外も説明会に参加できるようにする

工夫例大学

日本文理大学

龍谷大学

東北学院大学

学生募集

教育・
学生支援

研 究

財 務

人 事

地 域

外部環境
の変化

・募集倍率
・定員充足率
・入試難易度（偏差値）

・入試区分別の状況
・募集地域や高校
・高校からの評判 など

・成績や学修時間
・学修成果
・学生調査結果
・中退率

・就職データ、企業からの評判
・奨学金受給率
・留学生や海外派遣留学比率
や数 など

・論文数（国際共著論文数）
・被引用論文数 など

・収入の状況（学納金・手数料・補助金・寄付金・外部研究資金…）
・支出の状況（人件費・教育研究費・管理費…） など

・構成員の内訳 など

・高校教育の変化
・18歳人口動態
・産業構造の変化
・高等教育の国際的な情勢 など

・地域からの評判・地域連携企画の実施状況と成果 など

A 

学
内
だ
け
で
な
く
、
学
外

の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
。

　
中
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

前
述
の
と
お
り
、ト
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

現
場
の
教
職
員
の
問
題
意
識
や
意
見
を

吸
い
上
げ
る
こ
と
が
、
計
画
の
実
効
性

を
高
め
る
う
え
で
は
重
要
だ
。ま
た「
学

修
者
本
位
の
教
育
」が
求
め
ら
れ
る
今
、

在
学
生
の
声
に
も
耳
を
傾
け
た
い
。「
学

生
の
声
を
聞
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

い
た
と
こ
ろ
、
学
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

改
善
要
望
が
出
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら

を
構
想
や
改
革
の
参
考
と
し
た
」
と
い

う
龍
谷
大
学
の
例
は
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
自
学
が
今
後
、
こ
の
社

会
の
中
で
教
育
研
究
機
関
と
し
て
継
続

し
て
い
く
に
は
、
学
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
の
評
価
や
意
見
も
取
り
入

れ
、
社
会
的
な
存
在
価
値
を
高
め
る
こ

と
も
必
要
だ
。
対
象
と
し
て
は
、
在
学

生
の
保
護
者
、
高
校
教
員
、
卒
業
生
、

地
域
関
係
者
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
取
引

先
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る

二
松
学
舎
大
学
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意

見
も
重
視
し
て
い
る
と
い
う
。「
自
分

た
ち
が
思
う
姿
と
外
部
か
ら
見
た
姿
が

乖
離
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
溝
を
埋
め

誰
に
意
見
を

聞
く
べ
き
か
？

る
た
め
の
前
向
き
な
議
論
に
つ
な
が

る
」（
学
校
法
人
二
松
学
舎
・
水
戸
英

則
理
事
長
）。

　「
地
域
の
大
学
」
を
標
榜
し
て
い
る

大
学
で
あ
れ
ば
、
地
元
か
ら
の
信
頼
が

経
営
の
命
綱
で
あ
る
。高
校
や
高
校
生
、

保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
自
治
体

や
企
業
、市
民
の
課
題
は
何
か
を
探
り
、

自
学
へ
の
期
待
を
中
期
計
画
に
取
り
込

む
こ
と
が
、
地
域
で
の
存
在
価
値
を
高

め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ｑ

【図表3】計画策定時のヒアリングの例  

「2020年のあるべき姿」
「建学の理念を体現した
人材イメージ」「ビジョン
実現に必要な具体的改
革・改善事項」などについ
てアンケート調査を実施

全学学生ワークショップ
を開催し、解決してほしい
課題や大学のあるべき姿
等について聞く（約150
人が参加）

「N’2020Planの検証」
「N’2030Planでの改革
事項」についてアンケー
ト調査を実施

全学教職員ワークショッ
プを開催し、計画案と関
連した７つのテーマにつ
いて意見交換（約180人
が参加）

大学 計画名 ヒアリング内容ヒアリング対象

N’2020Plan
（2012年策定）

N’2030Plan
（2017年策定）

龍谷大学
基本構想400

（2020年策定）

教職員

学生

学生、保護者、
卒業生、
教職員、役員等

学生、教職員、
役員・評議員、
取引先金融機関、
業者等

龍
谷
大
学

二
松
学
舎
大
学

POINT

外
か
ら
見
た
自
学
の
姿
や
期

待
は
、中
期
計
画
の
よ
い
検
討

材
料
に
な
る

・文科行政の変化、見通し


